
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3009 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高等学校 標準現代の国語」 （第一学習社） 

副教材等 「漢字検定対応 常用漢字クリア五訂版 （尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業ではパソコンを使います。忘れないようにしてください。 

授業中のノートは、板書を書き写すだけでは最高の評価とはなりません。板書されていない説明や、自分

の意見などをメモしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

ａ知識・技能：自らの考えや思いを的確に伝えるための知識や技能を身につける。 

ｂ思考・判断・表現：論理的に考える力や深く共感し、想像する力を伸ばすとともに、他者に対して思い

やりの心を持って関わることできるようにする。 

ｃ主体的に学習に取り組む態度：言葉の力への認識を深め、言葉を通して他者や社会と関わり続ける態

度を持ち続けるようにする。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

社会生活で必要な言葉につい
ての知識や技能を身につけ

る。 

「話すこと・聞くこと」「書くこ
と」「読むこと」を通して、論理的
に考え、また他者の思いを想像しよ
うとしている。また、他者の意見を
正確に理解し、自らの思いや考えを

伝えようとしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社
会と関わり、他者の意見を理解
しようと努めている。さらに、
他者の意見によって自らの考え
を深め、意見を的確に伝えよう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

学期 単元の学習内容 単元の評価規準 評価方法 



※令和４年度以降入学生用 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

筆者の考える読書の効用につ

いて、文章構成をもとに理解し、

自分に照らして考えを深める。 

ａ：常用漢字の読み書きを練習し、文章の

中で使用している。 

ｂ[書]：内容を理解した上で、筆者の主張を

ふまえて自らの意見を述べている。 

ｃ：読書の効用について積極的に考え、学

習課題に従って自らの意見をまとめてい

る。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］なぜ本を読むのか 

「謎」に対する好奇心の重要性

について、筆者の意見を理解

し、それに対する自らの意見を

まとめる。 

ａ：使える漢字の量を増やし、語彙力をつけ

ている。 

ｂ[書]：教科書で取り上げられている以外の

謎を調べ、その内容を文章にまとめる。 

ｃ：論旨を把握し、学習課題に従って要旨

や自らの意見をまとめようとしている。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 
［教材］世界は謎に満ちている 

登場人物のせりふや行動からそ

の心理を類推する。 

ａ：普段の生活で見かけることの少なくなっ

た言葉について理解を深める。 

ｂ[読]：登場人物のせりふや行動を読み取

り、その心情を理解している。 

ｃ：登場人物の人物像や心情を積極的に捉

えようとしている。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］とんかつ 

話し言葉と書き言葉の特徴を理

解し、相手により伝わりやすい

表現を行う。 

ａ：話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。 

ｂ[話]：相手や目的に応じて、より伝わりや

すい表現を工夫している。 

ｃ：積極的に伝わりやすい表現を考え、学

習課題に沿って説明しようとしている。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］話し方の工夫 

ピクトグラムが持つ言語としての

機能について理解し、その問題

点について考える。 

ａ：接続語の使い方を通して、文章の効果

的な組み立て方を理解する。 

ｂ[書]：文章の要旨を理解し、その問題点に

ついて自らの意見を表現する。 

ｃ：本文の構成と論理展開を捉えようとして

いる。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］言語としてのピクトグラム 

敬語表現を意識した言葉遣い

を理解する。 

ａ：敬語表現の種類や言葉遣いを理解す

る。 

ｂ[話]：相手や場に応じた敬語表現が行え

る。 

ｃ：敬語表現を理解し、積極的に使おうとし

ている。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］待遇表現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後
期 

「自分」の視点から「夢」がどのよ

うに理解されているかを理解す

る。 

ａ： 特徴的な比喩や擬態語を理解する。 

ｂ[読]：文章の組み立て方や表現から、

「夢」という非日常の世界をどう描いてい

るかを理解する。 

ｃ：解釈した内容を工夫してまとめ、積極的

に紹介文を書こうとしている。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］夢十夜 

貧困問題に対する筆者の主張

を読み取り、自分の意見をまと

める。 

ａ：言葉や指示語、接続語の働きについ

て、理解する。 

ｂ[書]：文章の内容をふまえて、現代の貧困

問題について、自らの考えをまとめ、表

現する。 

ｃ：現代の貧困問題について、ニュースなど

から調べ、自分の意見を持つ。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］見えない貧困 

意見文の書き方を理解し、実践

し、評価する。 

ａ：書き言葉の特徴をふまえ、正確さ、わか

りやすさなどに配慮した表現を選び、使っ

ている。 

ｂ[書]：自分の考えが的確に伝わるよう、根

拠の示し方や説明の仕方を工夫している。 

定期考査 

ＰＣによる課題 

定期考査 

 

レポート課題 

 

 

 

学習課題 

［教材］ 

「社会に対する意見文を書く」 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （  ２０     ）時間 

  ・書くこと      …  （  ３０     ）時間 

  ・読むこと      …  （  ２０     ）時間 

ｃ：教科書の例を参考に、説明や表現の仕

方を工夫して、積極的に意見文を書こうとし

ている。 


